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2 利用状況を把握するための指標 3 平成３０年度の収支状況 （単位：千円）
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納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・利用者の高齢化は自然に進行していく。施設はそれに応じ
た処置内容と環境整備を整えていかねばなりません。一方
で若手層の利用者は高度障害を伴った人が多くなっていま
す。環境と専門性は同時に考えていく問題です。

・高齢化が進んでいるため、バリアフリー化を進めるため洗面所の
床面のフラット化を実施し、転倒リスクの軽減に努めました。強度高
度障害を伴った利用者については研究チームにより定期的に支援
内容の検討を行い、実際の支援に生かしています。また外部講師に
よる研修も実施しています。

・生活介護利用から就労Ｂ型事業所に移行されたこと
は評価できるが、引き続き利用者増に努めて頂きた
い。

・入居希望者には随時見学や面談を行い、Ｂ型事業者と併せ
て体験入居を行っていました。現在１名の方が入居予定で
す。市町や就労Ｂ型事業所等関係機関と連携をとりながら引
き続き、利用者ニーズに応えられるよう対応していきます。

人   件   費 169,789

施設管理費 12,732

そ   の   他 43,799

差   　　　　　　  引 38,351

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 264,671

利 用 料 金 263,626
Ｈ２８ 1,502

指定管理料 0
Ｈ２９ 1,506

そ   の   他 1,045
Ｈ３０ 1,559

支  出  計 226,320

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）（以下「障
害者総合支援法」という。）第５条第１１項の規定により、知的障害者につき施設入所支援を行うととも
に、施設入所支援以外の施設障害福祉サービスを行う業務。
・障害者総合支援法第第５条第８項に規定する短期入所（児童福祉法第４条第２項に規定する障害児及
び知的障害者福祉法にいう知的障害者のうち１８歳以上である者に係るものに限る。）を行う業務。
・施設の管理に関すること。
・その他仕様書に定めること。

平成３０年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部障害福祉課

評価対象期間 H30.4.1　～　H31.3.31

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立みどり荘

所 在 地 岐阜市中西郷１－５５

H28.4.1 ～ R3.3.31
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・行政機関との連携を密に行うことで利用ニーズを把握し、受入れにつなげている。
・利用者の重度化・高齢化が進む中、家族や医療機関との連携に努め、適切な支援に繋げている。
・毎週みどり市場を開催するなど、地域との交流が活発に行われている。
・入所者それぞれのニーズに対応した適切な支援を行えるよう、引き続き検討を重ねていただきた
い。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.5

・利用者の人権に配慮して支援できるように職員研修を外部内部で参加
した。
・災害時緊急時の対応体制、ＢＣＰ計画等、マニュアル、実施訓練なども
行われている。
・県民・施設利用者からの意見・提言の検証が必要。

経営状況 3.5

・職員を増員して、加算を取得したことは評価できます。
・収支状況は適正と見とれる。
・施設整備を望むところですが、現状は、一部の施設改修・環境整備にと
どまっています。きめ細やかな支援が必要ですので、職員間の情報共有
を進めて下さい。

派生的効果 3.5

・地元自治会や小･中学校、特別支援学校との良好な関係を築けていま
す。
・毎週みどり市場を開催し地域の方とふれあいの場となる。
・岐阜市北部地域の地域支援拠点の一翼を担っていってほしい施設環境
にあると思うがどうか。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.3

・「利用者の豊かな生活をめざす委員会」によるサービス評価を実施して
いる。
・施設の維持管理は適正。
・利用者の高齢化重度化を迎える中「通常の生活を送る権利を可能な限
り保証する」具体的な事例の報告があると良い。

設置目的の充足状況 3.3

・多様化する利用者の日中活動について、障害特性を考慮したグループ
分けを行い、適切な活動を提供していること
・7市町村から10名の日中一時支援の利用者の受け入れがある。
・利用者の重度化高齢化が進んでいる現状報告の中、若干の定員割れ
が続いているが、新規利用のニーズはないのか。


